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１.はじめに：テーマ設定の背景

⑴政府目標は2030年までに温室効果ガス46.0％削減、持続可能な開発を

達成するためにCO2排出量抑制が必要

 パリ協定に基づく成長戦略としての長期戦略(2021)より

⑵日本のCO2排出量のうち、運輸部門からの排出量は全体の約17.7％

国土交通省（2020）調べ

⑶輸送機関別に見ると自家用車に起因するCO2排出量が全体の約46.0％

国土交通省（2020）調べ

以上より、自動車の非所有の利用によりCO2排出量の抑制が可能と
考え、自動車利用仲介ビジネスに着目



2. 自動車の非所有傾向の進展

2.1 自動車所有者の減少

 2.2 企業の自動車の非所有化

 



2.1 自動車所有者の減少：保有台数の減少予測

出典：株式会社現代文化研究所（2020） 自主研究レポートより
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2.1 自動車所有者の減少

⑴ 2035年にかけて各地域で自動車保有台数は緩やかに減少

出典：株式会社現代文化研究所（2020） 自主研究レポート

⑵ 2021年度リース乗用車台数 約200万台、10年間増加傾向

 一般財団法人日本自動車リース協会連合会（2022）調べ

以上より、自動車所有者は
減少すると考えられる



2.2 企業の自動車の非所有化

⑴2022年度法人契約リース車両台数345万台、2012年度法人契約リース車両

台数290万台、10年間で約16％増加

一般財団法人日本自動車リース協会連合会(2022)より

⑵みずほ銀行では「コスモ My カーリース(コスモ石油マーケティング)」より、

日産リーフ(EV車)を導入

日経テレコンニュースアーカイブ(2022)より

⑶外回り営業用で経費削減のため、カーシェリングサービスを法人契約する

企業も存在

日本経済新聞(2016)より



3.自動車非所有を促す３業態

3.1 レンタカーについて

3.2 カーリースについて

3.3 カーシェアリングについて



3.自動車非所有を促す３業態

業態 レンタカー カーリース カーシェア
リング

基本的な
仕組み

店舗営業所で
時間貸しを行う

一定期間リース
会社から自動車を
借用

ステーションに設置されて
いる自動車を短時間から
利用可能

特徴

・店舗営業所に
利用者が出向く
必要あり

・営業所の営業時間
内に返却する必要
あり

・契約期間は月々定額
を支払い自由に
利用可能

・走行距離制限が設定、
中途解約が原則不可
能

・最短15分から
利用可能

・オンライン上で予約
可能、会員カードで
利用開始



3.1 レンタカーについて：所有から利用の先駆け
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3.2 カーリースについて：所有に最も近い形態

⑴ 購入ではなく、一定期間リース会社から自動車を借りること

⑵ 契約期間内は月々定額を支払うことで自家用車のように自動車を

 利用することが可能

⑶ 走行距離制限が設けられている、中途解約が原則不可能

⑷ 2021年度新車販売台数に占める、リース車の割合約15％

一般財団法人日本自動車リース協会連合会（2022）調べ



3.3 カーシェアリングについて：3業態で最も自由度が高い

⑴ ステーションに設置されている自動車を

短時間から利用できる会員制サービス

⑵ 2020年度カーシェアリング車両台数は約40,000台

会員数は約220万人
公益財団法人交通エコロジー・モビリティ財団（2021）調べ



4. 業態間の比較

4.1 所有と非所有３業態における経済面での比較

4.2 所有と非所有３業態における環境面での比較



4.1 所有と非所有３業態における経済面での比較

レンタカー カーリース カーシェアリング

費用
負担

・基本的には6時間
から利用

・ガソリン代は
契約者負担

→1日単位での利用に 
最適

・必要な時のみ利用は
不可

・ガソリン代、駐車場
代は契約者負担

→乗車頻度が低い場合、
無駄な費用が生じる

・15分単位で利用可能
・6時間以上利用で
距離料金発生

→6時間未満の利用は
可能だが長時間の利用は
レンタカーより高価格

利用の
利便性

・営業所まで行く必要
・営業時間内のみ
・借りる度手続き必要
→車の利用には1番

手間がかかる

・納車すれば
好きな場所に駐車可能

→所有している場合と
ほとんど変わらない

・各地のステーション
から利用可能

・会員カードやアプリで
利用

→レンタカーより
使い勝手がいい



4.1 所有と非所有３業態における経済面での比較

自動車を所有しないことで支出の抑制が可能

新車の「HONDA FIT BASIC〈FF〉」で

年間3000㎞走行を想定

自動車購入で同車を利用の場合、786,828円(維持費＋燃料費)

レンタカーで同車を利用の場合、487,668円(60㎞×50回)＋燃料費

カーリースで同車を利用の場合、722,428円(リース代＋燃料費)

カーシェアで同車を利用の場合、339,500円(60㎞×50回)

※レンタカー：ニッポンレンタカーを参照，カーリース：オリックスカーリースを参照，カーシェア：タイムズカーシェアを参照

HONDA FIT BASIC〈FF〉(HONDAのHPより引用)



4.1 所有と非所有３業態における経済面での比較

【出典】ローン：トヨタHPより算出，自動車税：東京都主税局(2022)より引用，自動車重量税：国土交通省(2022)より引用，自賠責保険:三井住友海上HP(2022)より引用，任意保険：ソニー損保
HP(2022)より引用，車検代：イエローハット練馬店HPより引用，月額料金：オリックスカーリースHP(2022)より算出 ※駐車場代は月2万円で算出、メンテナンス費は年2万円で設定
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4.2 所有と非所有３業態における環境面での比較

⑴自動車を所有しないことで不要不急の自動車使用が減少

⑵環境への取り組み、EV化への姿勢はカーシェアの企業が秀でている

⑶生産台数の減少

→シェアカーが総車両数の1～4％で5～7億台減少

大瀬(2021)参照

⑷生産・廃棄時のCO2削減

→シェアカーが総車両数の1～4％で16％～25％削減

大瀬(2021)参照



5.都心と地方における自動車非所有
 の在り方

5.1 都心における自動車非所有

5.2 地方における自動車非所有



5. 都心と地方における自動車非所有の在り方
：公共交通機関との関連性
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5.1 都心における自動車非所有

前表の分析

•世帯当たり普及台数は低い

•免許返納率は高い

要因

•公共交通機関の充実

•自動車利用仲介ビジネスの普及

今後の展望

•自動車の非所有を進め、公共交通機関利用の推進

•自動車利用が必要な場合、仲介ビジネスを利用



5.2 地方における自動車非所有

前表の分析

•世帯当たり普及台数は高い

•免許返納率は低い

要因

•自動車利用仲介ビジネスの普及度の低さ

•公共交通機関廃止の潮流

今後の展望

•自動車の非所有を進めるのは難しい

•企業側、消費者側ともにエコカーを積極的に導入



6. 海外の自動車非所有の現状

⑴カーシェアリング会員は非会員に比べ、所有する自動車の

台数が大幅に少ない

⑵自動車保有台数が少ないのは都市部に住む世帯

⑶都市部のカーシェアリング利用者は、より環境負荷の小さい

車を保有する傾向

⑷海外の都市部では所有から利用への行動変容が進行
Regina R.Clewlow(2016)による



7．総括・提言

⑴自動車の非所有はエコノミーとエコロジーの両立が可能

⑵自動車利用仲介ビジネスのうちカーシェアが最も有望

⑶都会では非所有化が可能、地方では難しい

⑷世界的にも非所有化は進行中、日本もその潮流に乗りたい
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